
グローバル・コンサーン研究所グローバル・コンサーン研究所 代表：中野晃一

ＩＧＣは、人間の尊厳と連帯を脅かすような様々な問題をグローバル
な視点から研究し、その成果をもって学生や社会に意識化の場を提供し、
さらに変革のための実践を通じて世界のひとびとの尊厳と連帯を実現す
る人材を養成する、の３つの活動を有機的に繋げつつ展開することをめ
ざしています。

研究研究
・「グローバル化に対抗する運動ともう一つの世界の可能性」
・「Education with a Social Dimension」
・「People’s Processとそのグローバル・ネットワークの可能性」など

意識化意識化
・国際シンポジウム、定例講演会、自主的なセミナー、勉強会など

実践実践
・野宿者、難民、在日外国人との関わりなど

グローバル化社会の中での人間の
尊厳と連帯の実現

グローバル化社会の中での人間のグローバル化社会の中での人間の
尊厳と連帯の実現尊厳と連帯の実現

国籍とは何か
～無国籍者の現状と課題～

上智大学グローバル・コンサーン研究所主催 講演会
協力：無国籍ネットワーク・日本財団

講演会内容：
17:00-17:50
『無国籍と私』 陳天璽（国立民族博物館准教授）

18:00-18:20
『残留日本人問題：日本人移民の歴史から国籍回復運動』

ＮＰＯ法人フィリピン日系人リーガルサポートセンタ―(PNLSC)
18:20-19:00

フィリピン残留日系人の方々を含めた質疑応答

日時: 2010年8月6日(金) 17:00-19:00
場所: 上智大学中央図書館9階921

●問い合せ先● 上智大学グローバル・コンサーン研究所
電話：０３-238-3023 Fax：03-3238-4237

Eメール：i-glocon@sophia.ac.jp

国籍とは何か、祖国とは何か、そして自分のルーツとは何か。

大学から路上へ
野宿者と私たちを考えるフィールドワーク
私たちが暮らす社会には、失業や不安定雇用、福祉施策からの排除など、厳しい社会・経済構造を背景に、住まいを失い、駅や公
園、河川敷などで野宿して生きる人々がたく さんいます。近年では、派遣切りやワーキングプ アという 言葉に象徴されるよう に、
若者やこ れまで中間層と思われてきた人々にも、貧困の陰がしのびより、彼ら・彼女らもまた、次々と路上に追いやられています。
野宿者の問題は、決して他人事ではなく 、私たちや、私たちの社会の問題です。そこで今回は、日雇労働者の街・山谷を中心に、野
宿の人々や、彼らとともに活動する人々に出会いながら、野宿の問題、貧困の問題について考え行動するきっかけとしていただけ
ればと 思い、フィールドワークを企画しました。多く の皆様のご参加をお待ちしています。

スケジュール
7月30日（金） オリエンテーション
7月３１日（土） フードバンク訪問・作業参加
8月1日（日） 山谷ミ ニツアー、共同炊事参加

（協力：山谷労働者福祉会館）
8月3日（火） 山谷夜回り参加（協力：ほしのいえ）
8月7・8日（土・日） 山谷夏祭り（協力：山谷夏祭り実行委員会）
8月○日（未定） まと めミ ーティング
＜調整中＞
＊「ホームレス総合相談ネットワーク」による

アウトリーチ法律・生活相談会

協力団体

※すべての日程に参加する必要はありません。都合の合う 日だけでもOKです。
※スケジュールは変更になる可能性もあります。オリエンテーションの際に確
認して下さい。オリエンテーションに参加できない方は、ご連絡いただければ
個別に対応します。

■ 山谷労働者福祉会館活動委員会
および、山谷・隅田川の野宿当事者の仲間たち
HP： http://www.jca .a pc.org/nojukusha /san-ya /
ブ ログ：http://s an-ya .a t.webry.info/

■ ほしのいえ
http://homepa ge1.nifty.com/hos inoie /

■ ホームレス総合相談ネットワーク
http://www.home le s s -sogosoda n.ne t/index.html

■ フードバンク
http://www.geocitie s .jp/food_bank2007/HTML/index.html

連絡先
上智大学グローバルコンサーン研究所 担当：高島・吉田
03-3238-3023 i-glocon@sophia .a c.jp 図書館7階L-713
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シンポジウム企画シンポジウム企画

 

((共催：アジア文化研究所ほか共催：アジア文化研究所ほか))

『『NGONGOの時代は終わったのかの時代は終わったのか
――成熟するアジアの市民社会と日本の成熟するアジアの市民社会と日本のNGONGOの未来の未来((仮仮))』』

企画：福武慎太郎(IGC所員)

日時：2010年11月7日

 

10:00～16:00
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映画上映・連続講演会映画上映・連続講演会『『ジェンダーと働くことジェンダーと働くこと』』

•• 第第11回回

 

韓国ドキュメンタリー映画韓国ドキュメンタリー映画『『外泊外泊』』上映会上映会++ミニ講演会ミニ講演会

講演：未定

 

日時(予定)：11月上旬

•• 第第22回回

 

ミニシンポミニシンポ『『日本は女性にとって生きづらい、働きづらい社会か？日本は女性にとって生きづらい、働きづらい社会か？((仮仮))』』

講演(予定)：竹信三恵子(朝日新聞社)ほか
日時(予定)：11月下旬

•• 第第33回回

 

ワークライフバランスを考える座談会ワークライフバランスを考える座談会

パネリスト(予定)：政井マヤ(フリーアナウンサー)ほか

日時(予定)12月～1月
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模擬授業・映画上映模擬授業・映画上映

映画映画『『ホームレスと出会う子どもたちホームレスと出会う子どもたち』』上映後、模擬授業＆トーク上映後、模擬授業＆トーク

講師：生田武志

 

日時(予定)：12月初旬

基調演説 グローバルに対抗する運動ともう一つの世界の可能性

Counter-movements to Globalization and the Possibility of an Alternative World
司会：本郷好和 （国際基督教大学准教授）
 クリストフ・アギトン（ATTACフランス、フランス・テレコム独立労組民主・統一・連帯）
シコ・ウィッテカー(ブラジル正義と平和委員会代表、世界社会フォーラム国際評議会)
討論者：幡谷則子（上智大学社会正義研究所所員）

パネルディスカッションⅠ 日本における対抗運動
Counter-movements to Globalization : Reports from Japan

司会：中野晃一 （上智大学社会正義研究所所員）
秋本陽子 （ATTACジャパン運営委員）
 河添誠 （首都圏青年ユニオン書記長）
 松本哉 （素人の乱）
 討論者：基調講演者（クリストフ・アギトン、シコ・ウィッテカ―）

 パネルディスカッションⅡ いかに連携し、人の尊厳を守る社会を築くのか
Working Together: Towards a Society that Protects Human Dignity
司会：中野晃一
パネリスト：上記全員

主 催：上智大学社会正義研究所・国際基督教大学社会科学研究所
Organizers     Institute for the Study of Social Justice (ISSJ), Sophia University

Social Science Research Institute (SSRI), International Christian University

お問い合わせ：上智大学社会正義研究所 Tel：03-3238-3023 Fax: 03-3238-4237
Contact              Sophia University, Institute for the Study of Social Justice

 通訳あり：日本語・仏語
Translation     Japanese-French

 参加費： 無料
Entrance Fee    Free

The 29th International Symposium

第29回 国際シンポジウム

グローバル化に対抗する運動ともう一つの世界の可能性
いかに繋がり、いかに変えるか？

Counter-movements to Globalization and the Possibility of an Alternative World
2年前の第27回国際シンポジウムで我われは『グローバル化と先進国における貧困と社会的排除』をテーマに取り上げました。当時の日本社会ではまだ一部の人の「新しい」貧困と認識され

ていた現実は、昨年の金融危機に端を発した世界同時不況の到来とともに、もはや誰にとっても身近な日常の不安となりつつあります。そのため、年越し派遣村や反貧困ネットワークのように
貧困問題に取り組み困窮者を支援する活動は広く知られるところとなり、こんにち一定の市民権を獲得したと言えそうです。しかしながら、新自由主義的政治経済に由来する構造的な貧困問題
を個人の責めに帰す「自己責任論」はいまだ根強く、現在注目されている困窮者支援の諸活動さえ非常時の対症療法に終わる危険性をはらんでいると思われます。そこで本年度の国際シンポ
ジウムでは、ネオリベラリズムの専制に正面から抗いオルターナティブな社会のあり方を模索する諸運動とその相互連帯が切り拓く新たな未来の可能性に焦点を置くことにしました。国内外の
運動はいかに繋がり支えあうことができるのか、またいかに中間層の意識化を果たすことができるのか、そしてどのような「もう一つの世界」を構想し、そこへ向かう政治の道すじを指し示すこと
ができるのか、これらの課題について論考を深めることができれば、と考えます。

プログラム Program

上智大学グローバル・コンサーン研究所講演会

６/１０ （木） １７：１５ ～ １９：００
上智大学中央図書館９階 L９２１

参加費無料 （事前申し込み不要）
講師 ： 李永雨（イ・ヨンウ）神父
使用言語 ： 韓国語 （逐次通訳あり）

主催：上智大学グローバル・コンサーン研究所

共催：上智大学カトリックセンター

お問い合わせ：上智大学グローバル・コンサーン研究所

Tel：03-3238-3023  Fax：03-3238-4237  E-mail：i-glocon@sophia.ac.jp

http://www.info.sophia.ac.jp/social_justice/index.html

「死刑」という刑罰については、日本では85%を超える人々が支持しているといわれます。
他方、となりの韓国では、宗教界の後押しもあり1997年以降、死刑は執行されていません。

韓国カトリック矯正委員会は、とりわけ加害者と被害者の両方を橋渡しする創造的な活動
で注目されています。つまり一方で死刑囚など更生施設収容者への教誨活動、彼らの社会

表である李永雨（イ・ヨンウ）神父をお招きして、その先
進的な取り組みをご紹介いただこうと思います。死刑
廃止問題や修復的司法、犯罪被害の癒しや加害者と
の和解に関心をお持ちの皆様は、ぜひご参加下さい。

映画『赦し』はこのたび、女優・竹下景子さんのナレーションにより日本
語版が完成しました。これを機会に韓国カトリック矯正司牧委員会の代

韓国カトリック矯正司牧委員会は、坂上香氏の『赦しと和解への旅』を韓国語で
出版したり、また犯罪被害者遺族と死刑囚の家族の和解への旅を描いたドキュメ
ンタリー映画『赦し』製作など啓蒙活動にも力を入れてきました。

復帰への手助けを行なうと同時に、他方で犯罪被害者のケア、さらに両者の赦しと和
解までもめざすという全方位的な働きを繰り広げています。
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